
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社大阪砕石工業所  大垣・宝塚工場

2022年度環境経営レポート
対象期間：2022年4月1日～2023年3月31日

作成日： 2023年6月15日
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□ごあいさつ

営業方針（創業者）
第一　　誠實ト勉強、誠實ト勉強

第二　　絶對ニ安きコト

第三　　品質ノ優良ト一定、粒度ノ正確ト洗浄

第四　　納期ノ迅速ト正確

第五　　砕石用途ノ擴大ト發展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社是

一　最高の技術と品質で社会に貢献する。

一　資源の活用と自然環境との調和を図る。

一　誠実と勉強を行動規範とする。

一　協調の精神で社業の発展に努め福祉の向上を図る。

＜基本理念＞

＜環境保全へ行動指針＞

１ ． 関連法令を遵守し、環境負荷の軽減を図る。

２ ． 電気、化石燃料を節約し、二酸化炭素（ＣＯ2）排出量の削減に努める。

３ ． リサイクル市場を拡大し、自社から排出される産業廃棄物や受託産業廃棄物の再資源化を

推進し、環境型社会の形成に貢献する。

４ ． 水資源を大切にし、節水に努める。

５ ． 化学物質使用の適正管理に努める。

６ ． ばいじんの造粒固化という中間処理業を通じて、社会の環境汚染防止に貢献する。

７ ． この環境方針は全従業員に周知徹底するとともに、公表する。

　

代表取締役社長 石田光人

制定日： 2019年4月1日

環境経営方針

ばいじん造粒固化事業で、産業廃棄物中間処理事業として社会の環境汚染防止に貢献し、砕石業
では環境への影響を最小限にとどめ、自然環境との調和を図る。
従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社大阪砕石工業所
代表取締役社長　石田　光人

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市北区堂島１丁目５−１７
大垣工場 岐阜県大垣市上石津町牧田３９５２−５
高槻工場 大阪府高槻市川久保坂９２
宝塚工場 兵庫県宝塚市川面字長尾山１５－１４
茨木工場 大阪府茨木市大字清阪２５

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 TEL：0584-47-2221
担当者 大垣工場 大野　純平 TEL：0584-47-2221

（４） 事業内容
建設・工業用砕石の採取、加工、運搬販売
産業廃棄物処理（中間処理）

（５） 事業の規模
法人設立 １９４８年（昭和23年）5月２７日
資本金 ９９,８７６,０００円
売上高

従業員　　　　　 名 名 名 名
床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

従業員　　　　　 名 名 名 名
床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

受託した産業廃棄物の処理量
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

10ｔダンプカー 台
25ｔダンプカー 台
ショベルカー 台
ブルドーザー 台

合計 台
主要設備

台数 備考
基
基
基
基

㎥
㎥
㎥

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社大阪砕石工業所
対象事業所： 大垣工場

宝塚工場
対象外： 本社（2024年に拡大予定）

高槻工場（2024年に拡大予定）
茨木工場（2024年に拡大予定）

活動： 建築・工業用砕石の採取、加工、運搬販売
産業廃棄物処理（中間処理）

一次サージパイル 650
トラックホッパー 50
コルゲートビン 260

3

備　　考

633,721 387,285 2,226,566

収集運搬量 0
27,639

33

2
13

0

名称
破砕機 9

名称

選別機

造粒設備(産廃処理用）

24
水洗式破砕施設

1 処理能力：９８，４ｔ／日、モーター90kW

保管体積 備考

3

87

11億円

15

27,639

最終処分量

車種 台数

中間処理量
ばいじん

コンクリートがら 91,84191,841
0

中間処理後の産廃の処分量 0

大垣工場　工場長　上田　一嘉

本　　　社 大垣工場 高槻工場

2019年12月23日

35 14 17
211 696,218 509,131

宝塚工場 茨木工場 合計
10 11
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□ばいじん造粒固化処理の流れ

再生APソイルとして再利用

発電所で発生した灰を回収
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・環境経営に関する統括責任者
・環境経営に必要な形成資源（人・物・資金）を準備する
・環境経営方針の策定、見直し、社員への周知
・全従業員に対する教育・訓練の実施
・代表者による全体の評価と見直しの実施、必要に応じて是正措置
・環境システムの構築・運用・管理
・環境経営目標、環境活動計画、実施体制の承認
・環境活動レポートの承認
・エコアクション２１推進委員会の推進者
・環境管理責任者の補佐
・環境経営目標、環境経営計画、実施体制の確認
・環境活動レポートの確認
・エコアクション２１環境経営システムを構築し、実行を推進する
・環境経営目標、環境活動計画の伝達
・各部門の実施状況、目標達成状況の評価、問題点などの報告
・環境活動レポートの作成
・環境活動に関する意見交換
・環境への負荷及び取り組みの自己チェックのとりまとめ
・環境経営目標、環境改善項目のとりまとめ
・環境活動計画書に基づいた状況報告
・環境関連法規制の村主状況の確認及び情報収集
・環境活動レポートの作成及び外部コミュニケーションへの記録
・各項目に関連する環境経営目標及び環境活動計画の実施状況及び達成状況を報告する
・自部門の社員に対する教育・訓練の実施

・環境経営方針、環境経営目標、環境活動計画を理解し実施する
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する
・法規制を理解し遵守する
・社内外の環境情報の収集と伝達を実施する

環境管理
副責任者

エコアクション２１
推進委員会

2021年9月15日

環境管理責任者

代表者
取締役社長

（取締役統括部長）

役割・責任・権限

部門長

社員

事務局

・各項目の問題点の発見・是正・予防処置を環境管理責任者、環境管理副責任者と共に実施する

代表者

取締役社長

取締役生産部長

環境管理責任者

大垣工場 工場長

エコアクション２１

推進委員会

大垣工場 宝塚工場

事務部門 次長

プラント部門 主任 出荷部門 主任 事務部門 次長 工場部門 主任

環境管理責任者

宝塚工場 工場長
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□許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

ば
い
じ
ん

鉱
さ
い

無 ○ 〇
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 〇 〇

　　産業廃棄物処分許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

(

無
機
性
汚
泥
に
限
る

)

ば
い
じ
ん

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等

が
れ
き
類

○ ○ 〇
〇 〇

□主な環境負荷の実績

単位

受託収集運搬量

―

受託最終処分量

※2022年から宝塚の実績を含む

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

✕

✕

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

96%
3,206

水道水の削減

環境に配慮した事業の推
進
課題を解決しチャンスを
活かす取組

3,273
98%

㎥ 3,340 3,986 3,240
基準年度比

トン 0 0

トン 20,727 27,639

トン 0 0

0

0

22,730

22

24,732

3,099,794

トン

※　電力のCO2換算係数は下記の通り

　　　　　プラント電力（大垣）：㈱エネット(A0009)　平成３０年実績　0.450 kg-CO2/kWh

　　　　　事務所電力（大垣）：中部電力　平成３０年実績 　0.452 kg-CO2/kWh

　　　　　プラント・事務所電力(宝塚)：中央電力㈱(A0355)　2021年実績　0.485 kg-CO2/kWh

重機燃料による二酸化炭
素削減

kg-CO2 1,861,021

102%

97%

98%

2021年 119%

1,930,990 1,805,190 1,786,580

96%

kg-CO2 3,132,062 3,182,012 3,050,810 3,019,490

基準年度比 2021年 104% 97%

1,823,801

98%

3,069,421

造粒固化
令和2年7月1日 破砕

産業廃棄物排出量 ― 17,150

項　目 2020年 2022年

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 2,302,606 3,185,352

02120016179岐阜県 令和10年3月29日

兵庫県 令和7年6月30日

許可年月日

事業の範囲 廃棄物の種類

中間処理
許可区域 許可番号 許可有効年月日

滋賀県 令和3年1月15日

岐阜県 02100016179 令和5年2月24日 令和10年2月7日

兵庫県 令和3年10月12日

02501016179 令和8年1月14日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

02823016179
令和5年3月30日

02803016179 令和8年10月11日

2021年

電力による二酸化炭素削
減（プラント+事務所）

kg-CO2 1,271,041 1,251,022

基準値 評
価

2023年

一般廃棄物排出量 kg 22 22

2024年

（基準年) （実績） （目標） （目標）

1,232,910

2021年

基準年度比

96%

97%

受託中間処理量
ばいじん

コンがら 150,173230,587

kg

※二酸化炭素排出量には、下記以外に灯油、LPGを含む

上記二酸化炭素排出量合計
97%

1,245,620
98%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年 98% 98%
1,245,620

2022年

（目標）
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

・不要照明の消灯
・生産工程の待機時間短縮

2021年

2022年

重機燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年

2021年

2022年

1,071
9月

8月 9月 10月 11月 12月
58,122

1月
59,940

815
700

単位/ℓ

819 1,063 980 1,007 863

57,381 63,767
74,50956,106 62,352 62,476 58,247 70,444

4月 5月

39,949 60,874 61,374 56,706
40,773 66,585 58,177 52,814 59,908

61,027 71,240
44,380 61,543 76,294

261,131228,218 229,014 230,386 231,172 231,172 217,308
233,983 210,509 213,818 229,166

単位/ℓ
10月

235,773243,946 236,411

12月 1月 2月 3月11月

総合的には目標に届かなかったものの、目標を達成できた月が4か
月あり3分の1は達成できたので、引き続き目標達成する意識を持っ
て取り組んでいきたい。

4月 5月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月6月

達成状況

✕
○

数値目標
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容

698

247,027 230,435

712

235,812 216,783 231,467 215,473

7月 8月

✕
○
○
△

達成状況

・アイドリングストップ
数値目標

239,684
242,837

921 950

△

単位/kwh
2月 3月

205,650

2月 3月4月 5月 7月

○

・未使用時のエンジンストップ
・適切なギアの使用

6月
1,066
874

電力による二酸化炭素削減（プラント+事務所）

231,339

680 841
733 955 650 1,324 1,015
879

808 829

6月

残念ながら目標値には及ばなかったが、基準年より数値を下げられ
た。引き続き数値を下げられるよう努めていきたい。

0

100,000

200,000

300,000

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

電力

2021年 2022年

0

1,000

2,000

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

ガソリン

2021年 2022年

0

50,000

100,000

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

軽油

2021年 2022年
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2021年

2022年

一般廃棄物の削減

数値目標

2021年

2022年

水道水の削減
数値目標
・節水
シー・節水

2021年

2022年

201 67 255 140 212 309

381 339 295 473 422 335
311 406

10月 11月 12月 1月 2月 3月

1,395 1,065 1,216728 859
226

4月 5月 7月 8月6月

467 419 279 257

290 274 290 241 436
238 291 230 392208 275 261 237 262

単位/㎥

2 2 1

4月 5月 7月 8月 9月

達成状況

✕
○
×

2 2 2 12

業務上で散水の必要があるため使用量が増えてしまうのだが、大き
な数値の現象は難しいが事務所などで使用する部分で節水を心が
け次回につなげていきたい。

2 1 2

3 2

10月 11月 12月 1月 2月 3月

現状これと言った変化はなし。現状維持しつつ減少に向けて取り組
んでいきたい。

2 2 3 2

921

単位/ℓ
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

992 845 805 488 513 944

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,318

達成状況

○

×

単位/kg

3 2

取組結果とその評価、次年度の取組内容

6月

2

3

6月
229
210

4月 5月 7月 8月 9月

2 3 2

・紙類の資源回収

0

1

2

3

4

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月
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月
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月
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一般廃棄物

2021年 2022年
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環境に配慮した事業の推進

課題を解決しチャンスを活かす取組

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

土石用破砕機
粉じん処理施設
水洗式破砕施設等
浄化槽
収集運搬業、中間処理業、処理施設
危険物の保管
業務用空調機
品質管理　

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。また、関係当局よりの違反等の指摘はありません。

□緊急事態対応訓練
■実施日： ■実施場所：

■実施内容：

□ あり ☑ なし
■評価： 消火器などの機器は問題なく使用できた。

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

騒音・振動規制法
大気汚染防止法
水質汚濁防止法

適用される法規制

手順書の変更の必要性

顧客要求事項

プラント前　広場

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

浄化槽法
廃棄物処理法
消防法（危険物）
フロン排出抑制法

■参加者：

大垣工場に続き宝塚工場もサイト登録までできた。
環境に配慮することは我々にとっても大きな課題である。それぞれの工場がその課題に取り組むことで社員一人一人が意
識を持ちエコアクションの目標を達成できるよう努めていきたい。
水の使用量については基準年に比べると使用量が多いので、対策を練っていきたい。
 
                                                                                      ２０２3年　６月１５日　代表取締役社長　石田光人

○

達成状況

達成状況

△

・バイオマス灰の受入れ量増加に向けたPR

・APソイルの出荷

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容

テスト用のサンプルの出荷を開始した。まだ定期的な出荷とはなっ
ていないが今後に期待したい。

受け入れ量は安定してきており、大変好調である。

宝塚工場もサイト登録ができ、少し時間もかかってはいるが着々とエコアクションの拡大ができているという実感が湧きまし
た。
今までは大垣工場だけでしたが今回は宝塚工場、今後更にほかの工場も登録・拡大していかなければいけないので、ます
ます頑張っていかなければならないと思いました。

2022年11月18日
プラント作業者
事務所事務員

再生APソイル

(Absorbency Porous Soil)

吸水性多孔質ソイル（土壌）の略。

ばいじんを100％再生利用した土壌でばいじんを余すことなく使用し

ているので環境保全に大きく貢献できる。

溶出試験は環境基準をクリア。明治大学農学部と連携して安全確認

を行っているので安全である。
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